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令和４年（2022年）３月18日（金）15時00分 配付

令和３年度全国林業経営推奨行事農林水産大臣賞伝達贈呈式並びに令和３年度北海
項 目

道指導林家認定証伝達式

①令和３年度全国林業経営推奨行事の概要及び受賞者の概要

②農林水産祭受賞決定通知
配付資料

③北海道指導林家認定要領

④令和３年度北海道指導林家の認定概要及び認定者の概要

農林水産大臣賞の伝達贈呈式 北海道指導林家認定証伝達式

内容及び 趣 旨 森林の適正な管理及び林業の技 持続可能な森林経営を推進する

報道に当 術・経営の改善に努め、森林の有 ため、林家の模範となる森林づく

たっての する多面的機能の発揮及び林業の り活動を実践するとともに、模範

お 願 い 持続的かつ健全な発展に寄与して 的な施業技術等を有している林家

いる森林所有者等を表彰するも を「北海道指導林家」として認定

の。 し、林業普及指導事業のパートナ

本行事は、林業推奨を目的とし ーとして、地域林業の振興に資す

て、昭和37年度より農林水産祭参 る。

加行事として実施されている。

受賞者及
中澤 博之 氏 67歳(置戸町在住) 瀬口 俊行 氏 60歳(置戸町在住)

び認定者

令和4年3月24日(木)15時20分～
日 時 令和4年3月24日(木)15時00分～

（左記伝達贈呈式終了後）

場 所 北見地区消防組合 置戸支署 ２階 講堂（置戸町字置戸192）

伝 達 者 オホーツク総合振興局 東部森林室長 飯田 宇之麿

置戸町長 深川 正美

立 会 者 新生紀森林組合代表理事組合長 小林 満

置戸町林業グループ会長 森脇 弘己

なお、当局内で令和３年度全国林業経営推奨行事「林野庁長官賞」を受賞した故大

角隆則氏（遠軽町）への表彰伝達式は４月以降を予定しております。

他のクラブ

との関係

オホーツク総合振興局東部森林室普及課

担当窓口 普及課長兼主幹（木育推進）野田 哲也

〒090-0018 北見市青葉町2-10

電話 0157-24-6278 FA X 0157-24-6228



■令和３年度北海道指導林家の認定概要

【認定の趣旨】
林業普及指導事業においては、長期性という林業の特質を踏まえ、地域林業に取

り組む林家や林業後継者等の各種活動の支援を行ってきたところです。
近年の林業を取り巻く厳しい情勢の中においても、林家の模範となるような林業

生産活動を展開している意欲的な林家（以下「林家等」という。）を地域林業を先
導する中核的な存在として育成確保していくことは、持続的な林業経営の推進を図
るためにも重要となっている。
このような中、模範的な施業技術を有している林家等を「指導林家」と認定し、

林業普及指導事業における指導者として積極的に連携していくこととしています。
令和３年度の道内での認定者は６人です。

【認定者の概要】

北海道指導林家 認定者 瀬口 俊行 氏 （60歳）
常呂郡置戸町在住 会社役員
昭和37年2月生まれ

１．森林の構成
所有面積 217.24ha

人工林130.09ha、天然林32.12ha、
その他（造林予定地）55.03ha

２．経営等の方針・特徴
・木材等生産を重視した森林管理を基本としており、
市町村森林整備計画や森林経営計画に基づき、生
育状況を考慮しながら伐期を定め、優良大径材生
産を目指しています。

・ハーベスタや運材車を所有し、植栽から保育、伐
採から運材までの一連の作業を実践し林業経営の
改善に努めるほか、今後も更なる経営規模の拡大
も視野に入れ、意欲的な経営に取り組まれていま
す。

３．主な職歴
H13/3～H14/12 網走支庁管内

林業グループ連絡協議会会長
H23/2～H27/1 北海道林業グループ協議会副会長
H24/2～現在 オホーツク管内

林業グループ連絡協議会顧問
H31/3～現在 置戸町林業グループ副会長
R元/2～R3/1 北海道林業グループ協議会副会長
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■令和３年度全国林業経営推奨行事の概要

【行事の概要】
この行事は、森林の適正な管理及び林業の技術・経営の改善に努め、森林の有す

る多面的機能の発揮及び林業の持続的かつ健全な発展に寄与している森林所有者等
を表彰するもので、大日本山林会の主催により昭和３７年度より毎年実施されてお
り、令和３年度で６０回を数えます。
令和３年度の受賞は次のとおりとなっています。

区 分 受賞数 備 考
農林水産大臣賞 ８経営体（１経営体） 括弧書きは道内
林野庁長官賞 １６経営体（２経営体） 〃
大日本山林会会長賞 ９経営体（２経営体） 〃

【受賞者の概要】

農林水産大臣賞 受賞者 中澤 博之 氏 （67歳）
常呂郡置戸町在住 農業

１．経営体の概要
経営森林面積 101.6ha
経営農地面積 20ha

２．主な経歴
農業に従事する傍ら、置戸町議会議員、新生紀森
林組合理事・副組合長理事を歴任される。

３．経営等の特徴
・林業に熱心であった父から山林を受け継ぎ、林業
経営の規模拡大を図るとともに、安全性や労働強
度の低減の観点から、中古の高性能林業機械をは
じめ、運材車などを導入して低コスト施業を実践
しています。

・森林施業においては、初期の保育作業を徹底し植
栽木の健全性を高めるほか、間伐については、比
較的若い林齢から始め早めに本数密度を調整して
おり、２回目までの間伐は生産性の向上と効率的
な作業を目的に列状間伐を導入しています。

・平成２２年度に北海道指導林家に認定。


